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は じ め に

1960年, ゲ ル トル ー ド P. ク ー ラ ス Gertrude P.
＊1

Kurath が "ダ ンス エス ノ ロ ジーのパ ノ ラマ"と

題す る論文 を発表 して い る。

クー ラスは, モ ダ ンダ ンスの教 師 と して, ま

たコ ンサ ー トパ フ ォーマ ーと して, そ して ダ ンス

エス ノロジス トと して積極的 に活動 し調査研究を

行 い, ダ ンスエノ ロジーに多大な功績を残 した研

究者 の二人で ある。

 ク ーラスは, ダ ンスエスノロジーとエスノコ レ

オ ロジーを同 じ意味 にと らえな がら, ダ ンスは人

類学の一研究領域 と して人 々の生活, 社 会そ して

文化等 との関わ りを科学的 に研究すべ きであ ると

論 じて いる。

 彼 女の研究 テーマは, 文 化の伝播や文化変容な

どがあ げ られ, そ の時代の人類学者 であ るクロー

バ ー A .Kroeber Alfred や ボ アス F.Boas Franz

な どの影響 が読み取れ る。

 ダ ンスを中心的な研究対象 として人類学 的に概

観, 考 察 した とい う観点 か ら上述 の論文 は記 念す

べ き論文 と考 え られてい る。

その後, 1978年 に はア ドリーネ L. ケ プ ラー
＊2

Adrienne L.Kaeppler が 人 類 学 的 な ダ ンス に関

す る研究動 向を展 望 してい る。

ケプ ラーによ って も, クー ラスはダ ンスエスノ

ロジーには欠 かす ことので きない研究者, ま たは

パ イオニアと され, ジ ョア ンJ . ケ ア リノホモ ク
＊3

Joann J.Kealiinohomoku や ドナ ル ドN. ブ ラ ウ
＊4

ン Donald N. Brown 等 に 影響 を与え た学者 と し

て重要視 されて いる。

ケプ ラーによれば, ケ ア リノホモ クの研究 の特

性 は, ク ー ラスの業績 を発展 させ た記譜法, っ ま

りグ リフ(91yph)ノ ー ティションを もちいて検 討

した ことであ るとす る。 グ リフノーティ ションは,

ダ ンス ・ムーブメントを即座 に記録 しえる記録法 と

して有効であ り, ケ ア リノホモ クは, この ノーテ

ィ シ ョンによ って アフ リカ とア フロ ・アメ リカの

ダ ンスの相違 に照準をあてた興味深い論文を発表

してい る。

この他, ダ ンスは各 々の文化 において慣 習化 さ

れた 日常動作 がパ ター ン化, 発 展 したとい う考 え

にたち分析す る舞 踊計量学(コ レオ メ トリックス)
＊5

のア ラン ・ローマ ックス Alan Lomax, 舞踊 の人

類学 を著 し, 学 問的 な基礎 を築 いた ア ンヤ ・P. ロ
＊6

イ ス Annya Peterson Royce, 人 間 の 動 作 と 言 語

システムと関わ りを論 じるケ ネス ・パ イクKen-
＊7 ＊8

neth Pike, ア リス ・シンガーAlice Singerそ し

てケプラーなどの研究者が人類学的にダンスを検

討 している。

 石福恒雄氏の"舞 踊の人類学 一 展望と試論"

を引用するまでもな く, 舞踊の人類学は60年代に
レールが しかれ, 70年代以降, 言語学の分野か ら

も検討されるなど一層活発になってきている。

 こうした全般的な研究動向をふまえながらつぎ

に, アフリカ(特 に西アフリカ)に 関する舞踊人

類学の研究動向を探ってみたい。

アフリカの舞踊人類学
-50年 代～60年 代にかけて-

 クーラスが参考文献 としてあげた, アフリカの

ダンスに関す る初期の書物は, 1944年 出版された
＊10

ジェフ リー ・ゴー ラー Geoffrey Gorer の"原 始

的なアフ リカ社会 におけ るダンスフォームの機 能 論

であ る。 これは, 世 界 の舞踊 を広範 囲に考察 した
＊11

クル ト・ザ ックスKurt Sacks と同 じよ うに人類

学 的な研究視点 が足 りない ものの, ア フ リカのダ

ンスを中心 テーマ に した点でそ の後 のダ ンス研究

の布石 といえるか もしれ ない。

その後, 50年 代 か ら60年 代 にか けてダ ンスは人

類学的 な研究 テーマ と して取 り上 げ られ るよ うに

なって い く。前述 したケ ア リノホモ クは, 1958年

す で にノース ・ウエスタ ン大学 の修士論文 の中で

アフ リカとアフロ ・アメ リカ ンの舞踊比較 を行 っ

て いる。(1979年 ア メ リカ舞踊学会誌CORDに 掲

載)ま た, エ ンサ イクロ ・オペデ ア ・シネマ トグ

ラフィカ(西 ドィッ)で ア フ リカの ダ ンスを体系

的 にフィル ムにお さあ分析を行 った ギュ ンタ-H.
＊12 ＊13

Helmute Gunter, ダ ウ ア ーM. Michel Dauer,
＊14

チ ョピの ダンス と音 楽を考 察 した トレーシーH.

Tracy Hugh, ナ イ ジェ リアの ィフェ大学で教鞭

をとりなが らダンスの動作 と 日常生 活や宗教や世

界観 との結びつきを論 じたペギー ・ハーバーPeggy
＊15

Harper 等の研究者がいる。

また, 音楽学の分野で もアフ リカの音楽とさら

にはアフリカとインドネシアの音楽 との関わりを
*16

考察 したジ ョー ンズA.Jones A.M., 身体 行動 や

言語行動 など幅広 い視点で アフ リカの音 楽を問題

に した"音 楽人類学"の メ リアム M. Alan
＊17

Merriam, ガ ー ナ大学ア フ リカ研究所 の所長 をつ

とめ るかたわ ら, 音 楽, ダ ン ス, そ して ドラマな
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どを総盒帥 に検討 した ンケチアK.Nketia J.

Kwabena ウ ガ ンダの音 楽 を多面的＊19にと らえ たバ

ックスマ ンK.Wachsmann K. P., 西 ア フ リカに

お けるポピュラー音 楽を と りあげたス ミスE.Smi-
＊20

th Edna M.な どの研 究者 によ る詳細 な フィール

ド・ワークに よる実 証的な報告や, 徐 々にではあ

るがアフ リカ人 研究者 による報告 もな され るよ う

になってきた。

-70年代 ～80年 代 にかけて-

さらに, 70年 代から80年代にな ると研究は音楽

学はもとより言語学, 芸術(彫 刻)と の関わりな

ど, より広範囲にしかも多彩に行われ るようにな

ってきている。
＊21

ハ ンナ L.Hanna Judith Lynne は, ナ イ ジェ

リアのィボ族で フ ィール ド・ワー クを行 い, 1976

年 ウバ カ ラダ ンスのア ンソ ロポ ロジーで Ph. D.を

取 得 し, それ 以後主 と してィボ族で踊 られ るダ ン
＊22

スを考察 し, アフリカのダンスとは何か, 身体の
＊23

ア ン ソ ロ ポ ロ ジ ー, ま た, ノ ンバ ー バ ル(非 言 語)

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン理 論 を 著 し た"To dance is
＊24

Human "な ど優れた書物 を発表 している。過去

と未来におけるアフリカのダンスを問題にしたべ
＊25

ル ガーR.Berger R., 文 化 の核 と しての ア フ リ

カとアメ リカの ダ ンスを検討 したハ ザ ー ドゴー ド
＊26

ンK.Hazzardgordon K.な ど ケア リノホモク以

後 もさまざまな角度 か らアフ リカとアフ ロ ・アメ

リカの ダンス比較が行われて いる。

 さ らに, ンケ テアは じめ アフ リカ人研究者 によ

る報告 も増えてきてい る。 ナ イジェ リアにおけ る
＊27

音楽を紹介 したエウバA.Euba Akin, アフリカ

の口頭伝承における歌纏機能について考察 したオ

ブケO.Obuke Okpure O., な ど。 また, ダ ンス

とその関連領域 との関 わ りに も目が向 け られ, た

とえば, 子 供 の遊 び(ア ク ション ・ソング, プ レ

イ ・ソ ング, ゲ ーム ・ソ ング, ピ ュァ ー ・ソング
＊29

etc) とス ワヒリの世界観 を論 じたィース トマ ンC.

Eastman Carol M., ア フ リカ の芸 術(動 きの

あ る彫刻)と ダ ンスとの関 わ りを報告 した トムプ
＊30

ソンR.Thompson Robert Farrisと, ますます

多彩な研究が報告されている。

 このような研究動向は, 主として60年 代に築か

れた舞踊人類学の研究業績を基礎として, 70年 代

か ら80年代にかけてさらに発展させてきたことが

伺える。

 また, 前述 した ドイツのフィルム百科はいうま

でもなく, 研究機器の開発, 普及によって体系的

に収録されたビデオフィルムやCDや レーザ ーデ

ィスク利用が可能になり, 今後ますます書物では

得られない研究成果が期待される。

 なお, 舞踊の人類学に関す る最新情報は, ダィ

ア ログのRI:LMア ブ ス トラク ト等 か ら検索 でき る。
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